
こ
れ
ま
で
山
路
愛
山
の
参
考
文
献
目
録
は
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て
い
る
が
（
付
記
参
照
）
、
網
羅
的
な
も
の
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
本
目

録
で
は
、
先
行
の
参
考
文
献
目
録
に
未
収
載
の
文
献
を
加
え
る
と
と
も
に
、
現
物
を
確
認
し
、
正
確
を
期
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
先
行
目
録

が
省
略
し
た
巻
号
や
副
題
を
加
え
、
単
行
本
所
収
の
情
報
を
付
加
し
た
。
な
お
、
巻
末
に
は
前
号
に
掲
載
し
た
目
録
の
補
遺
を
付
し
た
。

く
も
の
で
あ
る
。

要
旨
本
目
録
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
歴
史
家
・
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
北
村
透
谷
と
の
論
争
（
「
人
生
相
渉
論
争
」
）

相
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
山
路
愛
山
（
一
八
六
四
～
一
九
一
七
）
の
参
考
文
献
目
録
の
〃
戦
前
編
〃
で
あ
る
。
収
録
期
間
は
、
明
治
二
十
三
年

か
ら
昭
和
十
八
年
ま
で
の
五
十
四
年
分
で
、
前
号
掲
載
の
「
山
路
愛
山
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
平
成
十
四
年
ｌ
」
の
〃
前
に
“
続

山
路
愛
山
参
考
文
献
目
録

ｌ
明
治
二
十
三
年
～
昭
和
十
八
年
ｉ
１
１

鈴
木
一
正
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一
、
雑
誌
・
新
聞
の
新
刊
紹
介
・
書
評
欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
単
行
本
の
場
合
は
、
書
名
に
「
」
を
補
記
し
た
。

一
、
連
載
・
分
載
の
場
合
は
、
一
括
で
記
入
し
、
著
者
名
の
上
に
＊
印
を
付
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
雑
誌
等
の
「
初
出
」
に
よ
っ
た
。
初
出
不
明
、
未
確
認
の
場
合
は
、
単
行
本
所
収
時
の
も
の
を
記
載
し
た
。
な
お
、

所
収
書
名
は
、
↓
「
」
で
示
し
た
。

一
、
巻
末
に
、
前
号
掲
載
の
「
山
路
愛
山
参
考
文
献
目
録
ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
平
成
十
四
年
ｌ
」
の
補
遺
を
付
し
た
。

一
、
タ
イ
ト
ル
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
で
は
な
く
、
本
文
の
も
の
を
採
用
し
た
。
副
題
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
に
し
た
。
な

お
、
副
題
の
表
記
は
、
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
雑
誌
等
の
巻
号
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
努
め
た
。

一
、
単
行
本
は
「
」
、
雑
誌
等
は
「
」
で
示
し
、
叢
書
名
・
特
集
名
等
、
補
足
的
事
項
は
〈
〉
〔
〕
を
用
い
た
。
ま
た
無
署
名

の
場
合
は
、
ｌ
表
示
し
た
。
ま
た
、
無
著
名
・
筆
名
等
で
著
者
名
が
判
明
し
た
場
合
は
、
［
］
で
補
記
し
た
。
そ
の
他
、

一
、
収
録
期
間
は
、
副
題
が
一
盃

一
、
排
列
は
、
発
行
年
月
日
順
涯

の
場
合
は
、
掲
載
順
と
し
た
。

一
、
本
目
録
は
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
歴
史
家
・
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
北
村
透
谷
と
の
論
争
（
「
人
生
相
渉
論
争
」
）

相
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
山
路
愛
山
の
参
考
文
献
目
録
の
〃
戦
前
編
“
で
あ
る
。

一
、
収
録
期
間
は
、
副
題
が
示
す
と
お
り
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
昭
和
十
八
年
ま
で
の
五
十
四
年
分
と
し
た
。

一
、
排
列
は
、
発
行
年
月
日
順
に
並
べ
た
。
発
行
日
が
同
じ
場
合
は
、
誌
名
の
五
十
音
順
と
し
、
雑
誌
等
で
同
時
に
複
数
の
論
文
掲
載

必
要
に
応
じ
て
注
記
し
た
。

凡
例

-199-



【
明
治
期
】

帥
ｌ
頼
山
陽
を
論
ず
く
批
評
〉
（
「
女
学
雑
誌
」
第
捌
号
、

明
朗
・
岨
・
妬
）

叢
菊
野
史
愛
山
生
の
評
を
読
む
〈
寄
送
批
評
〉
（
「
女
学
雑
誌
」

第
珊
号
、
明
朗
・
皿
・
８
）

９
１
大
希
望
、
大
剛
膳
〈
評
論
一
斑
〉
（
「
国
民
新
聞
」

２

明
妬
・
３
．
町
）
「
我
国
老
ひ
た
る
乎
」
（
「
女
学
雑
誌
」
明

妬
・
３
．
旧
）
評

口
小
反
動
〈
時
文
評
論
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
ｕ
号
、

明
路
・
３
．
釦
）

二
生
［
中
村
修
一
］
愛
山
生
の
自
家
撞
着
〈
禿
筆
録
（
承

前
）
〉
（
「
国
民
新
聞
」
明
路
．
４
．
３
）
「
我
国
老
ひ
た
る
乎
」

（
「
女
学
雑
誌
」
）
評

三
生
前
途
多
望
Ⅱ
文
学
界
／
三
子
の
文
〈
禿
筆
録
（
承

前
）
〉
（
「
国
民
新
聞
」
明
路
．
４
．
Ⅳ
）

口
近
刊
「
国
民
之
友
」
〈
文
界
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」

第
別
号
、
明
路
・
９
．
約
）
「
平
民
的
短
歌
の
発
達
」
評

Ｉ
「
国
民
之
友
昊
文
界
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第

妬
号
、
明
筋
．
Ⅲ
．
旧
）
「
平
民
的
短
歌
の
発
達
（
二
）
」
評

栩
々
生
［
田
岡
嶺
雲
］
平
民
的
短
歌
の
発
達
第
二
を
読
む

〈
明
窓
浄
几
〉
（
「
亜
細
亜
」
第
刷
号
、
明
路
・
岨
．
Ⅳ
）
↓

「
田
岡
嶺
雲
全
集
」
第
１
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
囎
・
２

栩
々
生
愛
山
生
が
反
駁
に
答
ふ
（
「
国
民
新
聞
」
明
妬
・

皿
・
朗
）
↓
「
田
岡
嶺
雲
全
集
」
第
１
巻
、
法
政
大
学
出
版

局
、
昭
鳴
・
２

栩
々
生
愛
山
生
が
史
論
を
読
む
（
第
二
）
〈
明
窓
浄
几
〉

（
「
亜
細
亜
」
第
舩
号
、
明
路
・
岨
・
別
）
↓
「
田
岡
嶺
雲
全

集
』
第
１
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
蛆
・
２

鼎
軒
山
路
生
に
対
し
て
（
「
史
海
」
第
Ⅳ
巻
、
明
路
．

Ⅲ
。
〃
）

ｌ
史
伝
、
人
物
評
〈
文
界
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第

茄
号
、
明
路
・
川
・
洲
）
「
平
民
的
短
歌
の
発
達
」
「
近
世
物

質
的
の
進
歩
」
評

栩
々
生
腹
ふ
く
れ
ざ
ら
む
為
め
と
て
思
ふ
事
〈
明
窓
浄
几
〉

（
「
亜
細
亜
」
第
侃
号
、
明
妬
・
岨
・
瓠
）
↓
「
田
岡
嶺
雲
全

集
」
第
１
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
鳴
・
２
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Ｗ
二
生
頼
襄
論
を
読
む
（
「
国
民
新
聞
」
明
恥
・
１
．
型

請
天
情
仙
［
野
口
寧
斎
］
山
路
弥
吉
論
頼
襄
〈
続
五
君
味
〉

（
「
城
南
評
論
」
第
Ⅱ
号
、
明
茄
・
１
．
別
）

初
陣
子
頼
襄
を
論
ず
く
国
民
之
友
新
年
附
録
評
判
〉
（
同
右
）

鄭
澳
生
現
時
の
俳
譜
論
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」

第
調
号
、
明
恥
・
２
．
Ⅲ
）
「
平
民
的
短
歌
の
発
達
」
（
「
国

民
之
友
」
）
評

透
谷
庵
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
（
「
文
学
界
」
第

２
号
、
明
茄
・
２
．
邪
）
↓
『
透
谷
全
集
』
第
２
巻
、
岩
波

書
店
、
昭
路
・
岨

田
口
鼎
軒
山
路
愛
山
君
に
対
し
て
（
「
東
京
経
済
雑
誌
」
第

棚
号
、
明
恥
・
３
．
肥
）
↓
大
久
保
利
謙
編
「
田
口
鼎
軒
集
」

〈
明
治
文
学
全
集
Ⅲ
〉
筑
摩
書
房
、
昭
塊
．
８

＊
蘇
峯
生
熱
海
た
よ
り
（
番
外
）
（
「
国
民
新
聞
」
明
恥
・
３

・
岨
、
恥
）
↓
徳
富
蘇
峰
「
文
学
断
片
」
〈
国
民
叢
書
第
５
冊
〉

民
友
社
、
明
〃
・
３

鬼
門
関
尹
．
く
ち
わ
る
男
蔽
日
生
と
愛
山
生
〈
新
刊
文
書
〉

（
「
城
南
評
論
」
第
岨
号
、
明
茄
・
４
．
５
）

鄭
澳
生
明
治
文
学
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
訂

号
、
明
恥
・
４
．
Ⅲ
）
「
明
治
文
学
史
」
（
「
国
民
新
聞
」
）
評

す
き
や
［
北
村
透
谷
］
今
日
の
基
督
教
文
学
（
「
聖
書
之
友

雑
誌
」
第
“
号
、
明
恥
・
４
．
喝
）
↓
「
透
谷
全
集
」
第
２

巻
、
岩
波
書
店
、
昭
路
．
Ⅲ

Ｉ
「
三
籟
」
と
「
護
教
」
〈
片
々
燦
々
〉
（
「
評
論
」
第

２
号
、
明
恥
・
４
．
躯
）

鄭
澳
生
評
判
も
し
ほ
草
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」

第
仙
号
、
明
茄
・
５
．
別
）
「
純
文
学
論
」
（
「
国
民
新
聞
」

明
恥
・
５
．
３
）
評
を
含
む

透
谷
人
生
の
意
義
（
「
文
学
界
」
第
５
号
、
明
恥
・
５
．

別
）
↓
「
透
谷
全
集
」
第
２
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
路
・
岨

透
谷
賤
事
業
弁
（
同
右
）
↓
「
透
谷
全
集
」
第
２
巻
、

岩
波
書
店
、
昭
路
．
Ⅲ

巌
本
善
治
山
路
愛
山
氏
に
答
ふ
（
「
評
論
」
第
５
号
、
明

茄
・
６
．
３
）

植
村
正
久
高
踏
と
は
何
ぞ
や
（
同
右
）

＊
思
軒
居
士
山
陽
論
に
就
て
（
「
国
民
之
友
」
第
伽
、
剛
、
Ⅲ
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～
川
、
肌
～
〃
、
珊
～
川
、
剛
、
恥
、
剛
、
捌
、
剛
、
剛
号
、

明
恥
・
６
．
旧
～
〃
・
７
・
田
）
茄
回
連
載
。
発
行
日
は
毎

月
３
、
田
、
路
日
。
↓
「
頼
山
陽
及
其
時
代
」
民
友
社
、
明

別
・
５

ｌ
所
謂
硬
文
学
、
所
謂
軟
文
学
〈
文
界
〉
（
「
思
想
」

第
２
号
、
明
茄
・
７
．
２
）

的
面
生
［
人
見
一
太
郎
］
愛
山
生
に
答
ふ
（
「
国
民
新
聞
」

明
恥
・
７
．
釦
）
↓
「
民
友
社
文
学
集
（
ご
」
〈
民
友
社
思

想
文
学
叢
書
第
５
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
開
・
５

１
『
荻
生
柤
棟
」
〈
時
文
〉
（
「
文
学
界
」
第
９
号
、
明

恥
・
９
．
釦
）

４９
１
「
国
民
」
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
蛇
号
、

明
〃
・
６
．
筋
）
「
明
治
文
学
史
」
（
「
国
民
」
日
曜
附
録
）

評
荒
川
漁
長
民
友
派
及
早
稲
田
派
（
「
文
学
界
」
第
肥
号
、
明

〃
・
６
．
釦
）

＊
思
軒
居
士
山
路
君
に
答
ふ
（
「
国
民
新
聞
」
明
〃
・
７
．
羽
、

空
↓
「
頼
山
陽
及
其
時
代
」
〈
拾
散
文
豪
第
Ⅱ
巻
〉
民
友

社
、
明
剖
・
５
．
Ⅲ

思
軒
居
士
こ
た
び
山
路
君
に
答
ふ
（
「
国
民
新
聞
」
明
〃
・
８

・
３
）
↓
「
頼
山
陽
及
其
時
代
」
民
友
社
、
明
別
．
５
．
Ⅲ

思
軒
居
士
三
た
び
山
路
君
に
答
ふ
（
「
国
民
新
聞
」
明
〃
・
８

・
７
）
↓
「
頼
山
陽
及
其
時
代
」
民
友
社
、
明
別
・
５
．
蛆

山
陽
論
争
〈
文
界
現
象
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
的

号
、
明
〃
・
８
．
ｍ
）

５９
批
評
〈
文
学
〉
（
「
国
民
新
聞
」
明
路
．
１
．
５
）

青
年
文
記
者
［
田
岡
嶺
雲
］
愛
山
氏
の
「
命
耶
非
耶
」
〈
時

文
〉
（
「
青
年
文
」
第
１
巻
第
３
号
、
明
邪
・
４
．
Ⅲ
）
↓

「
田
岡
嶺
雲
全
集
」
第
１
巻
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
囎
・
２

青
年
文
記
者
［
田
岡
嶺
雲
］
秋
雲
一
掬
〈
時
文
〉
（
「
青
年
文
」

第
２
巻
第
４
号
、
明
邪
．
Ⅱ
．
ｍ
）

平
安
朝
風
俗
〈
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
Ⅲ
号
、

明
邪
．
Ⅱ
．
弱
）
「
伊
勢
物
語
に
顕
れ
た
る
日
本
」
（
「
国
民

之
友
」
）
評

青
年
文
記
者
［
田
岡
嶺
雲
］
愛
山
生
に
与
ふ
く
時
文
〉
（
「
青

年
文
」
第
２
巻
第
５
号
、
明
肥
・
皿
・
川
）
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’97

1害|訓
山
文
壇
消
息
〈
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
Ⅲ
号
、
明

朗
・
岨
．
Ⅲ
）
「
近
松
の
戯
曲
に
現
は
れ
た
る
元
禄
時
代
」

（
「
国
民
之
友
」
）
評

９
１
紛
々
二
（
「
太
陽
」
第
２
巻
第
４
号
、
明
別
・
２

６

．
別
）

山
路
愛
山
生
〈
文
学
〉
（
「
太
陽
」
第
２
巻
第
６
号
、

明
朗
・
３
．
別
）

夜
舟
生
任
出
記
（
「
文
庫
」
第
２
巻
第
４
号
、
明
朗
．

３
．
妬
）
枯
葉
山
人
「
続
そ
し
り
草
」
（
「
国
民
新
聞
」
）
評

頭
取 を
含
む

評明
29

雲
中
語
（
「
め
さ
ま
し
草
」
ま
き
の
九
［
第
９
号
］
、

９
．
釦
）
「
高
麗
陣
博
多
聞
書
」
（
「
第
八
国
民
小
説
』
）

文
壇
消
息
〈
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」
第
刈
号
、
明

風
塵
録
〈
時
評
〉
（
「
太
陽
」

雅
号
由
来
記

15
…

５
）
「
山
路
愛
山
君
」
を
含
む

（
「
新
小
説
」
第
２
年
第
９
巻
、
明

第
３
巻
第
岨
号
、
明

刈
・
９
・
加
）

ｌ
雑
俎
〈
時
評
〉
（
「
太
陽
」
第
３
巻
第
〃
号
、
明
別

．
Ⅱ
・
５
）
「
徳
富
蘇
峰
論
」
（
「
世
界
之
日
本
」
）
評

９
口
再
び
愛
山
生
に
問
は
む
く
時
事
論
評
文
芸
界
〉

８

（
「
太
陽
」
第
４
巻
第
６
号
、
明
別
・
３
．
別
）

ｌ
「
頼
山
陽
及
其
時
代
」
〈
彙
報
〉
（
「
早
稲
田
文
学
」

第
７
年
第
ｕ
号
、
明
別
．
９
．
３
）

し
基
督
教
徒
の
新
聞
雑
誌
及
び
其
の
記
者
（
下
ノ
ー

（
「
福
音
新
報
」
第
Ｗ
号
、
明
別
．
９
．
９
）

戸
川
残
花
開
書
く
投
書
〉
（
「
世
界
之
日
本
」
第
２
巻
第
４
号
、

明
別
．
Ⅲ
・
１
）

Ｗ
水
品
平
愛
山
、
山
路
弥
吉
君
を
紹
介
す
（
「
信
濃
毎
日
新

聞
」
明
塊
・
４
．
２
）

Ｉ
現
代
の
文
章
〈
時
事
論
評
文
芸
界
〉
（
「
太
陽
」
第

５
巻
第
７
号
、
明
塊
・
４
．
５
）

徳
富
蘇
峰
山
路
愛
山
に
与
ふ
（
「
世
間
と
人
間
」
〈
国
民
叢
書

第
旧
冊
〉
民
友
社
、
明
朗
・
９
．
肥
）
↓
「
蘇
峰
文
選
」
民

友
社
、
大
４
．
岨
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Ｉ
山
路
愛
山
と
雑
誌
刊
行
（
怪
庵
編
「
文
士
政
客
風

聞
録
」
大
学
館
、
明
塊
・
岨
・
略
）
タ
イ
ト
ル
は
目
次
に
よ

る

Ⅷ
岡
野
知
十
高
山
彦
九
郎
の
自
殺
（
山
路
愛
山
君
の
近
著
を
読

む
）
〈
寄
書
〉
（
「
東
京
経
済
雑
誌
」
第
１
０
３
７
号
、
明

詔
・
７
．
７
）

堀
出
山
人
［
結
城
礼
一
郎
］
民
友
社
の
金
蘭
簿
（
「
小
天
地
」

第
１
巻
第
２
号
、
明
銘
・
皿
・
妬
）
↓
蘇
峰
先
生
古
稀
祝
賀

記
念
刊
行
会
編
「
蘇
峰
先
生
古
稀
祝
賀
知
友
新
稿
」
民
友

社
、
昭
６
．
Ⅱ

Ⅷ
高
須
梅
渓
第
二
少
壮
論
客
（
山
路
愛
山
）
（
「
新
声
」
第
５
編

第
５
号
、
明
剥
・
５
．
咽
）

松
崎
天
民
民
友
社
の
小
使
（
「
小
天
地
」
第
１
巻
第
９
号
、

明
弘
・
７
．
喝
）

Ｔ
Ｈ
生
『
伊
達
騒
動
記
」
〈
新
刊
〉
（
「
日
本
人
」
第
Ｗ
号
、

明
剥
・
９
．
別
）

佃
蘇
峰
生
独
立
評
論
を
賎
す
（
「
独
立
評
論
」
第
１
号
、
明

茄
・
１
．
１
）

宮
崎
八
百
吉
思
惟
の
基
礎
と
し
た
る
常
識
（
同
右
）

皿
「
俄
悔
」
〈
新
刊
〉
（
「
日
本
人
」
第
脱
号
、
明
部

・
３
．
５
）

死
外
書
窟
主
人
雪
冤
（
独
立
評
論
の
藻
寄
代
議
士
評
に
就
て
）

〈
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」
第
７
号
、
明
茄
・
７
．
３
）

４０
１
大
絃
小
絃
（
「
文
庫
」
第
妬
巻
第
６
号
、
明
訂
．

４
．
３
）
「
日
露
戦
争
実
記
」
評
を
含
む

公
孫
樹
大
絃
小
絃
（
「
文
庫
」
第
恥
巻
第
２
号
、
明
師
．

５
．
脂
）
「
戦
時
に
於
け
る
青
年
訓
』
評
を
含
む

Ｉ
「
日
露
戦
争
実
記
」
第
九
号
〈
新
刊
紹
介
〉
（
同
右
）

介
山
［
中
里
介
山
］
如
是
愚
観
（
「
新
潮
」
第
１
巻
第
６
号
、

明
師
・
岨
・
皿
）

Ⅶ
桜
花
山
人
奈
良
市
政
論
〈
反
響
〉
（
「
独
立
評
論
」
銘
年
第
２

号
、
明
銘
・
３
．
３
）

雨
山
生
法
を
信
長
に
取
る
乎
（
同
右
）

烏
有
生
孔
子
論
及
び
新
聞
評
論
に
就
て
く
雑
記
〉
（
「
独
立

評
論
」
第
２
巻
第
３
号
、
明
銘
・
４
．
３
）

Ｉ
「
孔
子
論
」
を
読
む
（
「
護
教
」
第
川
号
、
明
銘
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・
４
．
閲
）

‐
国
家
社
会
党
生
る
（
「
新
人
」
第
６
巻
第
９
号
、
明

銘
・
９
．
１
）

淡
山
山
路
愛
山
〈
講
壇
品
評
〉
（
「
新
潮
」
第
３
巻
第
３

号
、
明
羽
・
９
．
旧
）

暮
村
隠
士
山
路
弥
吉
と
竹
越
与
三
郎
〈
現
代
人
物
評
論
其

七
〉
（
「
新
公
論
」
第
躯
年
第
Ⅲ
号
、
明
銘
．
Ⅲ
・
１
）

堺
利
彦
「
国
家
社
会
主
義
梗
概
」
を
読
む
（
「
光
」
第
１

巻
第
３
号
、
明
銘
・
岨
・
加
）
↓
『
堺
利
彦
全
集
」
第
３
巻
、

法
律
文
化
社
、
昭
妬
・
９

土
屋
生
独
立
評
論
を
読
み
て
同
志
に
一
言
す
（
同
右
）

山
路
愛
山
氏
の
雑
誌
と
著
書
〈
彙
報
〉
（
「
同
方
会

誌
」
第
朗
号
、
明
銘
・
皿
・
別
）

冊
堺
利
彦
山
路
愛
山
兄
に
与
ふ
（
「
光
」
第
１
巻
第
７
号
、

明
約
・
２
．
型
↓
「
堺
利
彦
全
集
」
第
３
巻
、
法
律
文
化

社
、
昭
妬
・
９

渡
辺
円
蔵
国
家
社
会
主
義
梗
概
と
堺
氏
の
批
評
と
を
読
む

〈
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」
釣
年
第
３
号
、
明
朗
・
３
．
３
）

鳥
谷
部
春
汀
当
今
の
時
文
家
〈
月
旦
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
１

巻
第
１
号
、
明
的
・
３
．
喝
）
↓
「
烏
谷
部
春
汀
全
集
」
第

３
巻
、
博
文
館
、
明
塊
・
８

樋
口
龍
峡
戦
後
の
文
壇
（
「
碧
潮
」
嵩
山
房
、
明
的
．
３
．
筋
）

堺
利
彦
階
級
戦
争
論
に
就
て
（
山
路
愛
山
君
と
石
川
三
四

郎
君
と
に
質
す
）
（
「
光
」
第
１
巻
第
Ｍ
号
、
明
胡
・
６
．
５
）

↓
「
堺
利
彦
全
集
」
第
３
巻
、
法
律
文
化
社
、
昭
妬
・
９

高
浜
長
江
社
会
主
義
雑
感
〈
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」
測
年
第

７
号
、
明
的
・
７
．
３
）

ｌ
「
社
会
主
義
管
見
』
山
路
愛
山
氏
著
〈
新
刊
紹
介
〉

（
「
中
学
世
界
」
第
９
巻
第
９
号
、
明
釣
・
７
．
ｍ
）

春
風
道
人
［
塚
越
停
春
］
昔
の
民
友
社
（
「
文
章
世
界
」
第

１
巻
第
５
号
、
明
釣
・
７
．
喝
）

Ｉ
山
路
愛
山
著
「
社
会
主
義
管
見
」
〈
新
刊
〉
（
「
丁
酉

倫
理
会
倫
理
講
演
集
」
第
妬
輯
、
明
釣
・
７
．
喝
）

Ｉ
「
社
会
主
義
管
見
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉

（
「
新
潮
」
第
５
巻
第
１
号
、
明
測
・
７
．
別
）

Ｉ
「
基
督
教
評
論
」
山
路
愛
山
著
〈
新
出
版
界
〉
（
「
新
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公
論
」
第
別
年
第
８
号
、
明
釣
・
８
．
１
）

高
木
直
山
路
愛
山
に
与
ふ
く
文
叢
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
１

巻
第
６
号
、
明
約
・
８
．
喝
）

Ｉ
「
社
会
主
義
管
見
」
山
路
愛
山
著
〈
新
著
梗
概
〉

（
「
読
売
新
聞
」
明
釣
・
８
．
羽
）

Ｉ
同
糠
録
〈
時
文
〉
（
「
新
小
説
」
第
皿
年
第
９
巻
、

明
羽
・
９
．
１
）
「
社
会
主
義
管
見
」
評
を
含
む

笑
変
窟
同
人
秋
天
蓼
廓
記
（
「
新
潮
」
第
５
巻
第
４
号
、
明

釣
・
皿
・
旧
）

忘
憂
子
十
二
月
の
雑
誌
〈
文
芸
時
報
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明

的
・
岨
・
９
）
「
支
那
思
想
史
」
（
「
独
立
評
論
」
）
評
を
含
む

Ｗ
新
潮
社
同
人
山
路
愛
山
〈
文
士
月
旦
〉
（
「
新
潮
」
第
６
巻
第

１
号
、
明
㈹
・
１
．
旧
）

鍼
南
頑
史
山
路
愛
山
君
（
「
雅
号
批
判
朝
野
之
人
物
」
昭
文

堂
、
明
㈹
．
２
．
７
）

宮
崎
湖
処
子
基
督
教
界
の
文
章
家
（
月
旦
）
（
「
文
章
世
界
」

第
２
巻
第
３
号
、
明
仙
・
３
．
妬
）
「
山
路
愛
山
氏
」
を
含
む

為
藤
五
郎
本
誌
投
書
家
の
文
章
〈
文
叢
〉
（
同
右
）

口
山
路
愛
山
〈
現
代
文
学
者
小
伝
〉
（
「
文
章
世
界
」

第
２
巻
第
４
号
、
明
仙
・
４
．
１
、
臨
時
増
刊
〈
詩
と
文
〉
）

山
路
愛
山
氏
〈
名
家
の
書
斎
〉
（
「
文
章
世
界
」
第

２
巻
第
６
号
、
明
仙
・
５
．
旧
）
書
斎
と
家
庭
の
写
真
３
葉

Ｉ
山
路
愛
山
氏
（
東
京
府
荏
原
郡
渋
谷
村
）
〈
文
士

の
近
郊
生
活
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
８
号
、
明
仙
．

７
・
妬
）

マ
マ
マ
マ
マ
マ

「
支
那
思
想
論
日
韓
文
明
論
」
〈
紹
介
〉
（
「
女
学
世

界
」
第
７
巻
第
Ⅱ
号
、
明
判
・
８
．
５
）
『
支
那
思
想
史

日
漢
文
明
異
同
論
」
の
紹
介

‐
「
支
那
思
想
史
日
漢
文
明
異
同
論
」
山
路
愛
山

著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第
９
号
、
明
仙
．

８
．
喝
）

Ｉ
「
支
那
思
想
史
日
漢
文
明
異
同
論
」
山
路
愛
山

著
〈
新
刊
紹
介
）
（
「
趣
味
」
第
２
巻
第
９
号
、
明
仙
・
９
．

１
）

篝
火
生
「
支
那
思
想
史
日
漢
文
明
異
同
論
』
山
路
愛
山

著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
第
Ⅱ
巻
第
２
号
、
明
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㈹
．
Ⅱ
・
１
）

樹
下
石
上
人
人
物
評
家
の
変
遷
（
「
文
章
世
界
」
第
２
巻
第

旧
号
、
明
仙
・
Ⅱ
・
垣

８０
１
「
山
路
愛
山
小
品
文
集
」
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
新
人
」

第
９
巻
第
１
号
、
明
俎
・
１
．
１
）

石
黒
鉄
牛
露
伴
と
漱
石
（
六
）
〈
現
代
文
人
文
章
評
論
（
七
）
〉

（
「
読
売
新
聞
」
明
俎
・
１
．
別
）

石
黒
鉄
牛
国
木
田
独
歩
（
ご
〈
現
代
文
人
文
章
評
論
（
十

四
）
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
刎
・
２
．
Ｂ
）

徳
田
秋
江
文
壇
無
駄
話
（
「
読
売
新
聞
」
明
岨
・
３
．
１
）

‐
山
路
弥
吉
氏
の
基
督
に
対
す
る
信
仰
（
「
福
音
新

報
」
第
棚
号
、
明
俎
・
３
．
胆
）

長
目
氏
編
輯
局
の
徳
富
蘇
峯
峰
氏
（
「
中
学
世
界
」
第
Ⅱ

巻
第
５
号
、
明
似
・
４
．
ｍ
）
「
氏
と
山
路
愛
山
氏
」
を
含
む

山
路
愛
山
氏
の
「
基
督
に
対
す
る
余
が
信
仰
」
〈
東

都
講
壇
〉
（
「
新
人
」
第
９
巻
第
５
号
、
明
俎
・
５
．
１
）

＊
大
町
桂
月
山
路
愛
山
に
与
ふ
く
時
代
文
芸
〉
（
「
東
京
二
六
新

聞
」
第
１
４
７
３
１
４
７
５
号
、
明
仙
・
５
．
錫
、
訓
）

、

口
『
現
代
金
権
史
」
山
路
愛
山
著
〈
新
著
梗
概
〉
（
「
読

売
新
聞
」
明
仙
・
５
．
里

Ｔ
Ｓ
生
将
来
の
基
督
教
会
に
就
而
〈
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」

Ⅲ
年
第
４
号
、
明
牡
・
６
．
３
）

一
記
者
山
路
愛
山
氏
を
訪
ふ
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第

８
号
、
明
４
．
６
．
哩

関
天
園
山
路
愛
山
の
玉
手
箱
〈
同
人
雑
記
〉
（
「
新
公
論
」

第
羽
年
第
７
号
、
明
俎
・
７
．
１
）

道
聴
塗
説
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第
Ⅱ
号
、
明

刎
・
８
．
咽
）

大
町
桂
月
山
路
愛
山
を
戒
む
（
「
筆
の
し
づ
く
第
三
」
文
禄

堂
書
店
、
明
仙
・
９
．
皿
）

Ｉ
山
路
愛
山
氏
の
「
仁
」
〈
東
都
講
壇
〉
（
「
新
人
」
第

９
巻
第
皿
号
、
明
姐
・
岨
・
１
）

徳
田
秋
江
文
話
十
六
片
（
「
文
章
世
界
」
第
３
巻
第
Ｍ
号
、

明
仙
．
Ⅱ
・
１
、
臨
時
増
刊
〈
文
章
百
話
〉
）

Ｉ
山
路
愛
山
君
〈
文
壇
諸
名
家
雅
号
の
由
来
〉
（
「
中

学
世
界
」
第
Ⅱ
巻
第
旧
号
、
明
似
・
Ⅱ
・
別
）
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Ｉ
「
豊
太
閤
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
寸
評
〉
（
「
読
売

新
聞
」
明
岨
・
Ⅱ
・
別
）

鼎
浦
生
一
批
評
家
に
答
ふ
（
「
新
人
」
第
９
巻
第
皿
号
、

明
判
・
岨
・
１
）

Ｉ
「
豊
太
閤
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
文
章

世
界
」
第
３
巻
第
略
号
、
明
蛆
・
旭
・
焔
）

０
１
独
立
評
論
社
〈
日
本
現
代
の
新
聞
雑
誌
〉
（
「
日
本

９

及
日
本
人
」
第
剛
号
、
明
蛇
・
１
．
１
）

篝
火
生
「
豊
太
閤
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
第
岨
巻
第
５
号
、
明
岨
・
２
．
１
）

口
「
足
利
尊
氏
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
文

章
世
界
」
第
４
巻
第
３
号
、
明
岨
・
２
．
喝
）

Ｉ
同
繰
録
〈
時
文
〉
（
「
新
小
説
」
第
Ｍ
年
第
３
巻
、

明
蛇
・
３
．
１
）
「
足
利
尊
氏
」
評
を
含
む

Ｔ
・
Ｔ
ｏ
ｍ
哲
学
の
衰
微
に
付
て
（
「
独
立
評
論
」
蛇
年
第

３
号
、
明
岨
・
３
．
３
）
前
号
〈
思
潮
〉
欄
附
記
の
評

平
田
禿
木
「
文
学
界
」
と
当
時
文
界
〈
文
壇
回
顧
録
〉
（
「
趣

味
」
第
４
巻
第
４
号
、
明
塊
・
４
．
１
）

旋
風
子
文
芸
間
語
（
同
右
）
「
愛
山
の
負
吝
み
」
を
含
む

Ｉ
『
後
編
豊
太
閤
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
寸
評
〉

（
「
読
売
新
聞
」
明
塊
・
５
．
吃
）

ｆ
山
路
愛
山
氏
の
永
生
論
〈
卓
上
叢
話
〉
（
「
福
音
新

報
」
第
剛
号
、
明
蛇
・
７
．
８
）
「
ひ
と
り
言
」
（
「
国
民
新

聞
」
明
岨
・
６
．
町
）
評

太
田
水
穂
近
世
批
評
史
論
続
（
「
趣
味
」
第
４
巻
第
８
号
、

明
蛇
・
８
．
１
）

口
「
源
頼
朝
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
雑
書
〉
（
「
東
京

朝
日
新
聞
」
明
岨
・
８
．
８
）

Ｉ
『
源
頼
朝
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
寸
評
〉
（
「
読
売

新
聞
」
明
岨
・
８
．
Ⅲ
）

Ｉ
『
源
頼
朝
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
文
章

世
界
」
第
４
巻
第
Ⅱ
号
、
明
蛇
・
８
・
喝
）

石
橋
湛
山
九
月
の
教
学
界
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第

々
号
、
明
岨
・
岨
．
ｌ
）
「
日
本
現
代
の
史
学
及
び
史
家
」

（
「
太
陽
」
）
評
を
含
む
。
↓
「
石
橋
湛
山
全
集
』
第
１
巻
、
東

洋
経
済
新
報
社
、
昭
輔
・
１
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白
雲
子
偉
人
と
伝
記
（
「
読
売
新
聞
」
明
蛇
．
Ⅱ
．
Ｍ
）

「
時
代
代
表
英
雄
伝
」
評
を
含
む

０１
山
路
愛
山
〈
現
代
文
芸
百
家
小
伝
〉
（
「
新
潮
」
第

皿
巻
第
１
号
、
明
娚
・
１
．
１
）

守
田
有
秋
山
路
愛
山
論
二
自
然
と
人
」
博
盛
堂
、
明
偲
．

１
・
田
）

Ｉ
山
路
愛
山
〈
現
代
文
士
録
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
５

巻
第
２
号
、
明
娚
・
２
．
１
、
梅
花
号
）

須
磨
の
浦
人
山
路
愛
山
〈
雄
弁
家
月
旦
〉
（
「
雄
弁
」
第
１
巻

第
２
号
、
明
鳴
・
３
．
１
）

絲
蔭
の
人
文
壇
時
言
〈
文
芸
百
方
面
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明

娼
・
６
．
岨
）
「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
（
「
新
潮
」
）
評

鰈
生
独
立
評
論
〈
雑
誌
月
評
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
５
巻

第
９
号
、
明
囎
・
７
．
晦
）

Ｉ
「
漢
学
大
意
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
雑
誌
と
書
籍
〉

（
「
読
売
新
聞
」
明
鳴
・
７
．
別
）

荒
川
青
花
藤
村
氏
の
作
〈
読
者
論
壇
〉
（
「
新
潮
」
第
旧
巻
第

２
号
、
明
鳴
・
８
．
１
）

国
木
田
独
歩
筐
底
よ
り
（
「
早
稲
田
文
学
」
〔
第
２
次
〕
第
印

号
、
明
偲
・
８
．
１
）
↓
「
国
木
田
独
歩
全
集
」
第
９
巻
、

学
習
研
究
社
、
昭
刎
・
ｍ

Ｌ
「
漢
学
大
意
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
文

章
世
界
」
第
５
巻
第
Ⅱ
号
、
明
偲
・
８
．
喝
）

松
永
晩
果
妄
言
録
〈
読
者
論
壇
〉
（
「
新
潮
」
第
Ｂ
巻
第
３
号
、

明
娚
・
９
．
１
）

竹
越
与
三
郎
山
路
愛
山
君
（
「
中
央
公
論
」
第
妬
年
第
９
号
、

明
娚
・
９
．
１
）
〈
山
路
愛
山
論
〈
人
物
評
論
（
九
）
〉
〉
↓

『
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
㈹
．

Ⅲ
。
復
刻
版
「
独
立
評
論
６
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭

㈹
・
２

内
田
魯
庵
山
路
愛
山
氏
（
同
右
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明

治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
判
・
岨
。
「
内
田
魯
庵
全

集
」
第
４
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
㈹
．
Ⅱ
。
復
刻
版
『
独
立

評
論
６
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
開
・
２

□
口
氏
山
路
愛
山
君
（
同
右
）

上
司
小
剣
子
煩
悩
の
人
（
同
右
）
↓
復
刻
版
「
独
立
評
論
６
」
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付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
闘
・
２

木
下
尚
江
山
路
愛
山
君
（
同
右
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明

治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
㈹
・
皿
。
復
刻
版
「
独
立

評
論
６
」
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
開
・
２

鉄
拳
禅
山
路
愛
山
論
（
同
右
）

斯
波
貞
吉
山
路
君
（
同
右
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」
〈
明
治
文

学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
岨

田
川
大
吉
郎
山
路
愛
山
論
（
同
右
）
↓
「
山
路
愛
山
集
」

〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
㈹
．
Ⅲ
。
復
刻
版

「
独
立
評
論
６
』
付
録
、
み
す
ず
書
房
、
昭
㈹
．
２

－
記
者
［
後
害
］
（
同
右
）

マ
マ

ー
「
漢
文
大
意
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
批
評
〉
（
同
右
）

潮
風
生
「
西
郷
隆
盛
」
上
巻
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉

（
「
雄
弁
」
第
１
巻
第
８
号
、
明
娚
・
９
．
１
）

山
「
武
家
時
代
史
論
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
書
籍
と

雑
誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
鳴
．
、
．
Ⅱ
）

Ｉ
「
武
家
時
代
史
論
』
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
太
陽
」
第

陥
巻
第
Ｍ
号
、
明
鳴
．
Ⅱ
・
１
）

Ｉ
明
治
学
界
奇
談
（
二
十
八
）
（
「
読
売
新
聞
」
明
娼

・
岨
・
７
）
「
下
駄
穿
違
の
天
才
」
〔
山
路
愛
山
氏
の
下
駄
履

き
違
ひ
は
有
名
な
る
話
な
り
：
…
・
〕
を
含
む

Ⅲ
＊
北
村
美
那
子
透
谷
の
晩
年
と
其
言
行
（
「
学
生
文
芸
」
第
２
巻

第
３
、
４
号
、
明
“
・
３
．
１
４
．
１
）
↓
勝
本
清
一
郎

編
「
透
谷
全
集
」
第
３
巻
附
録
、
岩
波
書
店
、
昭
刈
・
９

生
田
蝶
介
国
民
雑
誌
〈
二
月
の
雑
誌
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
６

巻
第
４
号
、
明
“
・
３
．
１
）

巌
谷
小
波
卓
上
演
説
に
就
い
て
（
「
雄
弁
」
第
２
巻
第
３
号
、

明
“
・
３
．
１
）

ｌ
山
路
愛
山
の
隠
し
芸
〈
文
壇
昔
ぱ
な
し
〉
（
「
文
章

世
界
」
第
６
巻
第
６
号
、
明
“
・
４
．
焔
、
増
刊
杜
鵤
号
）

両
頭
蛇
当
代
時
文
家
の
雄
（
「
文
章
世
界
」
第
６
巻
第
８

号
、
明
“
・
６
℃
１
）
「
山
路
愛
山
」
を
含
む

徳
田
秋
江
月
刊
雑
誌
と
真
の
評
論
家
（
同
右
）

栗
原
古
城
学
問
と
智
慧
の
差
別
山
路
愛
山
（
「
文
章
講
義
録
」

第
肥
号
、
明
“
・
６
．
旧
）

Ｉ
『
勝
海
舟
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
書
籍
と
雑
誌
〉
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咽
堺
利
彦
唯
物
的
歴
史
観
（
「
国
民
雑
誌
」
第
１
巻
第
２
号
、

（
「
読
売
新
聞
」
明
“
・
６
．
空

海
老
名
一
雄
先
生
薬
罐
の
禿
頭
〈
寄
書
〉
（
「
国
民
雑
誌
」
第

２
巻
第
７
号
、
明
“
・
７
．
１
）

‐
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
（
「
雄
弁
」
第
２
巻
第
７
号
、
明

“
・
７
．
１
）
「
国
民
雑
誌
」
評

‐
『
基
督
教
評
論
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
書
籍
と
雑

誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
“
・
７
．
恥
）

『
佐
久
間
象
山
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
書
籍
と
雑

誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
“
・
９
．
４
）

山
路
愛
山
〈
政
論
家
の
新
選
手
〉
今
文
章
世
界
」

第
６
巻
第
Ｍ
号
、
明
“
・
岨
・
脂
、
鴻
雁
号
）

田
山
花
袋
模
擬
者
〈
卓
上
語
〉
／
山
路
愛
山
〈
諸
家
文
章
短

評
〉
（
「
花
袋
文
話
』
博
文
館
、
明
“
・
岨
・
肥
）

山
「
書
斎
独
語
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
書
籍
と
雑
誌
〉

堺
利
彦
唯
物
的
歴
史
観
研
究
（
愛
山
兄
の
批
評
に
答
ふ
）

明
媚

（
「
読
売
新
聞
」
明
“

1

旧
）
↓
「
売
文
集
」
丙
午
出
版
社
、
明
媚

12

30
…

5

（
「
国
民
雑
誌
」
第
３
巻
第
４
号
、
明
媚
・
２
．
胸
）
↓
『
売

文
集
」
丙
午
出
版
社
、
明
媚
・
５

１
山
路
愛
山
〈
現
代
文
士
録
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
７

巻
第
３
号
、
明
媚
・
２
．
妬
、
増
刊
〈
読
書
作
文
の
新
味
〉
）

『
訳
文
大
日
本
史
」
山
路
愛
山
訳
、
西
田
敬
止
校

〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
読
売
新
聞
」
明
妬
・
５
．
肥
）

【
大
正
期
一

Ａ
生
新
著
三
種
を
読
む
（
「
読
売
新
聞
」
大
１
．
Ⅲ
．

２
）
『
伊
達
騒
動
記
』
を
含
む

戸
山
銃
声
学
海
の
舵
手
二
人
物
評
論
奇
人
正
人
』
活
人
社
、

大
１
．
Ⅲ
・
岨
）

健
堂
日
曜
記
（
「
読
売
新
聞
」
大
１
．
Ⅲ
．
Ｂ
）
『
訳
文

大
日
本
史
」
評
を
含
む

‐
「
加
賀
騒
動
記
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
書
籍
と
雑

誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
大
１
．
Ⅱ
．
９
）

Ｉ
『
加
賀
騒
動
記
」
山
路
愛
山
著
〈
玉
石
同
架
〉
（
「
日

本
及
日
本
人
」
第
剛
号
、
大
１
．
皿
・
喝
）

Ｉ
「
訳
文
大
日
本
史
』
山
路
愛
山
訳
、
西
田
敬
止
校
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〈
新
刊
書
籍
と
雑
誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
大
１
．
Ⅱ
・
別
）

Ｉ
『
加
賀
騒
動
記
」
山
路
愛
山
氏
著
〈
新
著
紹
介
〉

（
「
新
小
説
」
第
Ⅳ
年
第
ｕ
巻
、
大
１
．
岨
．
ｌ
）

ｌ
山
路
愛
山
氏
〈
文
界
消
息
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
８

３

巻
第
２
号
、
大
２
．
２
．
１
）

惜
陰
生
愛
山
氏
足
下
〈
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」
再
興
第
３

号
、
大
２
．
４
．
１
）

杵
島
山
日
常
の
山
路
愛
山
氏
（
「
文
章
世
界
」
第
８
巻
第

５
号
、
大
２
．
４
．
１
）

沼
波
瓊
音
杼
情
詩
と
し
て
の
俳
句
の
力
（
「
此
一
筋
』
〈
大
正

文
庫
第
２
編
〉
丙
午
出
版
社
、
大
２
．
４
．
Ⅱ
）
和
歌
と
俳

句
の
比
較
論
（
「
国
民
之
友
」
）
評

友
山
三
浪
庭
園
解
放
論
（
「
独
立
評
論
」
再
興
第
４
号
、
大

２
．
５
．
１
）
「
ひ
と
り
言
」
（
「
国
民
新
聞
」
）
評

管
国
観
新
聞
及
新
聞
記
者
（
四
）
（
「
日
本
及
日
本
人
」
第

柵
号
、
大
２
．
５
．
旧
）

Ｉ
「
書
斎
独
語
其
二
」
山
路
愛
山
著
〈
書
籍
と
雑

誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
大
２
．
５
．
旧
）

ｌ
訳
読
会
予
告
（
「
独
立
評
論
」
再
興
第
７
号
、
大

２
．
８
．
１
）

Ｉ
「
為
朝
論
」
山
路
愛
山
著
〈
書
籍
と
雑
誌
〉
（
「
読

売
新
聞
」
大
２
．
８
．
羽
）

Ｂ
Ｎ
生
山
路
愛
山
氏
〈
訪
問
記
〉
（
「
新
潮
」
第
旧
巻
第
３

号
、
大
２
．
９
．
１
）

‐
「
清
河
八
郎
遺
著
」
山
路
愛
山
編
輯
〈
書
籍
と
雑

誌
〉
（
「
読
売
新
聞
」
大
２
．
９
．
咽
）

‐
『
愛
山
史
論
」
山
路
愛
山
著
〈
書
籍
と
雑
誌
〉
（
「
読

売
新
聞
」
大
２
．
Ⅱ
・
釦
）

１
１
『
愛
山
史
論
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
批
評
〉
（
「
中

４

央
公
論
」
第
釣
年
第
１
号
、
大
３
．
１
．
１
）

Ｉ
カ
ー
ラ
イ
ル
会
読
（
「
独
立
評
論
」
再
興
第
２
巻

第
１
号
、
大
３
．
１
．
１
）

堺
利
彦
蘇
峰
君
の
述
懐
を
評
す
〈
思
潮
〉
（
「
独
立
評
論
」

再
興
第
２
巻
第
２
号
、
大
３
．
２
．
１
）

ｌ
「
岩
崎
弥
太
郎
』
山
路
愛
山
著
〈
出
版
界
〉
（
「
東

京
朝
日
新
聞
」
大
３
．
２
．
〃
）
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相
沢
誠
一
愛
山
先
生
に
与
ふ
く
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」
〔
再

興
〕
第
２
巻
第
３
号
、
大
３
．
３
．
１
）

『
岩
崎
弥
太
郎
」
山
路
愛
山
著
〈
書
籍
と
雑
誌
〉

（
「
読
売
新
聞
」
大
３
．
３
．
Ⅲ
）

‐
山
路
愛
山
氏
の
家
庭
（
「
新
潮
」
第
加
巻
第
４
号
、

大
３
．
４
．
１
）
〈
グ
ラ
ビ
ア
〉

『
偉
人
論
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
批
評
〉
（
「
読
売

新
聞
」
大
３
．
５
．
別
）

Ｉ
「
思
ふ
が
ま
、
に
」
山
路
愛
山
著
〈
出
版
界
〉
（
「
東

京
朝
日
新
聞
」
大
３
．
５
・
別
）

相
沢
誠
一
水
田
八
郎
君
に
答
ふ
く
寄
書
〉
（
「
独
立
評
論
」

〔
再
興
〕
第
２
巻
第
６
号
、
大
３
．
６
．
１
）

関
謙
三
「
偉
人
論
」
に
つ
い
て
山
路
愛
山
先
生
に
質
す

鳥
居
龍
蔵
烏
居
龍
蔵
氏
来
簡
（
「
独
立
評
論
」
〔
再
興
〕
第
２

巻
第
７
号
、
大
３
．
７
．
１
）
〔
山
路
愛
山
君
ｌ
…
…
〕

土
居
暁
風
八
丈
島
に
残
れ
る
為
朝
の
伝
説
（
同
右
）
「
為
朝

論
」
（
「
独
立
評
論
」
）
評

〈
寄
書
〉
（
同
右
）

『
現
代
富
豪
論
」
山
路
愛
山
著
〈
出
版
界
〉
（
「
東

京
朝
日
新
聞
」
大
３
．
８
．
旧
）

後
藤
耕
民
愛
山
先
生
の
『
素
人
教
育
論
』
を
読
み
て
の
感
想

（
「
独
立
評
論
」
〔
再
興
〕
第
２
巻
第
９
号
、
大
３
．
９
．
１
）

伊
東
圭
一
郎
史
論
家
山
路
愛
山
氏
（
「
東
海
三
州
の
人
物
』

静
岡
民
友
新
聞
社
、
大
３
．
９
．
５
）

『
現
代
富
豪
論
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
読

売
新
聞
」
大
３
．
９
．
別
）

足
下
未
見
の
友
〔
愛
山
君
足
下
。
：
．
…
〕
〈
投
書
〉
（
「
独
立

評
論
」
〔
再
興
〕
第
２
巻
第
岨
号
、
大
３
．
ｍ
・
１
）

燗
後
藤
粛
堂
倭
冠
が
説
明
す
る
支
那
国
民
性
の
一
例
（
「
独
立

評
論
」
〔
再
興
〕
第
３
巻
第
１
号
、
大
４
．
１
．
１
）

戸
松
海
応
山
路
愛
山
先
生
に
訪
は
れ
て
（
「
独
立
評
論
」
〔
再

興
〕
第
３
巻
第
４
号
、
大
４
．
４
．
１
）

ｌ
［
柳
田
国
男
］
山
路
愛
山
氏
の
見
る
田
舎
〈
雑
報

及
批
評
〉
（
「
郷
士
研
究
」
第
３
巻
第
３
号
、
大
４
．
５
．
１
）

↓
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
刈
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
妬
．
Ⅱ

Ｓ
Ｓ
生
山
路
愛
山
君
の
家
康
論
の
一
糾
樛
（
「
日
本
及
日
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本
人
」
第
価
号
、
大
４
．
５
．
旧
）
↓
「
独
立
評
論
」
〔
再

興
〕
第
３
巻
第
６
号
、
大
４
．
６

後
藤
粛
堂
家
康
論
に
就
て
（
日
本
及
日
本
人
に
於
け
る
家
康

論
の
糾
樛
と
愛
山
先
生
家
康
伝
の
序
文
）
（
「
独
立
評
論
」

〔
再
興
〕
第
３
巻
第
７
号
、
大
４
．
７
．
１
）

４
愛
山
氏
病
む
電
燈
の
傘
で
負
傷
し
た
の
が
因
で

丹
毒
に
罹
る
（
「
読
売
新
聞
」
大
４
．
７
・
旧
）
〈
新
聞
記
事
〉

冊
無
名
氏
新
聞
及
び
新
聞
記
者
（
「
日
本
及
日
本
人
」
第
側

号
、
大
５
．
１
．
１
）

大
町
芳
衛
腹
の
せ
ま
き
山
路
愛
山
舎
十
人
十
色
名
物
男
」

実
業
之
日
本
社
、
大
５
．
３
・
朗
）

「
東
西
六
千
年
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
読

売
新
聞
」
大
５
．
４
．
５
）

口
「
東
西
六
千
年
』
山
路
愛
山
著
〈
出
版
界
〉
（
「
東

京
朝
日
新
聞
」
大
５
．
４
．
旧
）

「
山
路
愛
山
講
演
集
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉

（
「
雄
弁
」
第
７
巻
第
Ⅲ
号
、
大
５
．
９
．
１
）

第
一
編
に
関
す
る
新
聞
雑
誌
の
批
評
一
斑
『
山
路

愛
山
講
演
集
」
第
二
編
（
大
江
書
房
、
大
５
．
Ⅲ
・
５
）

「
時
事
新
報
」
「
国
民
新
聞
」
「
都
新
聞
」
「
世
界
新
聞
」
「
雄

弁
」
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
「
大
阪
朝
報
」
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」

「
野
州
新
聞
」
「
静
岡
新
聞
」
「
新
潟
新
聞
」
「
広
島
中
国
新
聞
」

「
山
陽
新
聞
」
「
京
城
日
報
」
に
よ
る
批
評
の
転
載
。
第
三
編

に
も
再
録

Ｉ
『
山
路
愛
山
講
演
集
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉

（
「
雄
弁
」
第
７
巻
第
旧
号
、
大
５
．
Ⅱ
・
１
）

Ｉ
『
山
路
愛
山
講
演
集
第
二
編
』
山
路
愛
山
著
〈
新

刊
紹
介
〉
（
「
読
売
新
聞
」
大
５
．
Ⅱ
・
２
）

Ｉ
『
支
那
論
」
山
路
愛
山
著
〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
読
売

新
聞
」
大
５
．
阻
・
６
）

７１
１
山
路
愛
山
氏
腸
の
疾
患
の
為
昨
夜
終
に
逝
去

（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
６
．
３
．
唖
〈
新
聞
記
事
〉

Ｉ
山
路
愛
山
氏
逝
く
ｌ
昨
夜
、
午
後
十
時
に
Ｉ
腸

と
腎
臓
と
を
病
み
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
大
６
．
３
．
焔
）

〈
新
聞
記
事
〉

江
原
素
六
天
才
的
文
章
家
近
く
大
著
述
を
為
す
は
ず
な
り
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し
に
（
同
右
）

Ｉ
山
路
愛
山
氏
逝
く
史
実
に
造
詣
深
し
（
「
読
売

新
聞
」
大
６
．
３
．
賂
）
〈
新
聞
記
事
〉

山
路
愛
山
病
み
て
逝
く
多
感
多
涙
の
大
史
論

家
令
国
民
新
聞
」
大
６
．
３
．
Ⅳ
）
〈
新
聞
記
事
〉

Ｉ
死
…
…
面
白
い
事
だ
斯
く
語
り
つ
図
静
か
に
眠

る
末
期
の
愛
山
氏
（
同
右
）
〈
新
聞
記
事
〉

貞
義
山
路
愛
山
大
人
朝
な
夕
な
机
に
向
ひ
し
た
し
み

し
君
を
わ
か
れ
て
筆
も
な
く
ら
む
（
「
国
民
新
聞
」
大
６
．

３
．
肥
）

菖
水
辻
沢
玄
山
路
愛
山
軌
詩
二
首
〈
漢
詩
〉
（
「
国
民
新
聞
」

大
６
．
３
．
別
）

蘇
峰
生
愛
山
山
路
弥
吉
君
（
同
右
）
↓
「
人
さ
ま
ざ
ま
」

民
友
社
、
昭
６
．
６
。
『
山
路
愛
山
集
』
〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉

筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
川

一
代
の
史
論
家
愛
山
氏
葬
儀
雨
の
青
山
学
院

に
会
葬
者
七
百
余
名
（
同
右
）
〈
新
聞
記
事
〉

別
所
梅
之
助
先
輩
山
路
愛
山
君
を
お
も
ふ
（
「
護
教
」
第
１

３
３
７
号
、
大
６
．
３
．
路
）

徳
富
猪
一
郎
愛
山
、
山
路
弥
吉
君
（
同
右
）
↓
内
山
省
三
編

「
愛
山
文
集
」
民
友
社
、
大
６
．
Ⅱ

宮
地
生
山
路
愛
山
先
生
（
二
（
同
右
）

柿
故
山
路
愛
山
氏
の
葬
儀
（
同
右
）

宮
地
生
山
路
愛
山
先
生
（
二
）
（
「
護
教
」
第
１
３
３
８
号
、

大
６
．
３
．
別
）

Ｉ
［
石
橋
湛
山
］
文
豪
山
路
愛
山
死
す
／
愛
山
と
漱

石
／
愛
山
と
漱
石
〈
小
評
論
〉
（
「
東
洋
経
済
新
報
」
第
荊
号
、

大
６
．
３
．
筋
）
↓
「
石
橋
湛
山
全
集
」
第
３
巻
、
東
洋
経

済
新
報
社
、
昭
輔
・
４

山
路
弥
吉
氏
（
「
福
音
新
報
」
第
１
１
３
５
号
、
大

６
．
３
．
羽
）

Ｉ
山
路
愛
山
〈
現
代
文
士
録
〉
（
「
文
章
世
界
」
第
皿

巻
第
４
号
、
大
６
．
４
．
１
）

山
路
愛
山
氏
逝
く
〈
文
界
消
息
〉
（
同
右
）

出
版
者
『
世
界
の
過
去
現
在
未
来
』
を
出
版
す
る
に
就
い

て
（
「
世
界
の
過
去
現
在
未
来
」
大
江
書
房
、
大
６
．
４
．
邪
）

-215-



大
江
保
吉
［
賊
文
］
（
同
右
）

渡
瀬
常
吉
山
路
愛
山
子
を
憶
ふ
（
「
新
人
」
第
肥
巻
第
５
号
、

大
６
．
５
．
１
）

笹
川
臨
風
瞳
山
路
愛
山
君
（
「
人
文
」
第
２
巻
第
５
号
、
大

６
．
５
．
１
）

穂
洲
生
山
路
愛
山
を
億
ふ
（
「
武
侠
世
界
」
第
６
巻
第
６

号
、
大
６
．
５
．
１
）

Ｉ
茶
ぱ
な
し
（
「
雄
弁
」
第
８
巻
第
６
号
、
大
６
．

５
．
１
）
〔
死
ん
だ
山
路
愛
山
は
天
ぷ
ら
の
好
き
な
人
で
あ

る
。
…
…
〕
（
Ⅲ
頁
）

吉
田
興
山
徳
富
蘇
峰
縦
横
観
（
同
右
）
「
蘇
峰
と
同
人
」
を

含
む

マ
マ

ー
「
世
界
の
過
去
現
在
及
将
来
』
故
山
路
愛
山
著

〈
新
刊
紹
介
〉
（
「
新
人
」
第
肥
巻
第
６
号
、
大
６
．
６
．
１
）

口
「
世
界
の
過
去
現
在
未
来
』
山
路
愛
山
著
〈
新
刊

紹
介
〉
（
「
雄
弁
」
第
８
巻
第
７
号
、
大
６
．
６
．
１
）

大
江
保
吉
山
路
愛
山
講
演
集
第
三
編
の
後
に
記
す
二
山
路

愛
山
講
演
集
』
第
三
編
、
大
江
書
房
、
大
６
．
６
．
３
）

’
第
二
編
に
関
す
る
新
聞
雑
誌
の
批
評
一
斑
（
同
右
）

「
報
知
新
聞
」
「
東
京
毎
日
新
聞
」
「
国
民
新
聞
」
「
中
央
新
聞
」

「
大
阪
毎
日
新
聞
」
「
横
浜
貿
易
新
聞
」
「
河
北
新
報
」
「
下
野

日
日
新
聞
」
「
新
潟
毎
日
新
聞
」
「
中
国
民
報
」
「
日
本
及
日

本
人
」
に
よ
る
批
評
の
転
載

Ｉ
山
路
愛
山
先
生
著
「
世
界
の
過
去
現
在
未
来
」
新

聞
の
批
評
一
斑
（
同
右
）
「
東
京
朝
日
新
聞
」
「
国
民
新
聞
」

「
都
新
聞
」
「
中
央
新
聞
」
「
中
国
民
報
」
「
朝
鮮
新
聞
」
「
大

阪
毎
日
新
聞
」
「
大
阪
朝
報
」
「
横
浜
貿
易
新
聞
」
「
浜
松
新

聞
」
「
弘
前
新
聞
」
「
山
形
日
報
」
「
北
国
新
聞
」
「
高
岡
新
報
」

「
三
重
新
聞
」
「
河
北
新
報
」
「
秋
田
魁
新
聞
」
「
下
野
日
日
新

聞
」
「
北
陸
タ
イ
ム
ス
」
「
静
岡
新
報
」
「
徳
島
日
日
新
聞
」

「
参
陽
新
報
」
「
新
愛
知
」
「
高
知
新
聞
」
「
岐
阜
日
日
新
聞
」

「
和
歌
山
新
聞
」
に
よ
る
批
評
の
転
載

蘇
峰
学
人
［
序
］
（
徳
富
蘇
峰
監
修
、
内
山
省
三
編
『
愛
山

文
集
」
民
友
社
、
大
６
．
Ⅱ
・
別
）
↓
「
山
路
愛
山
集
』

〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
ｍ

ｌ
山
路
愛
山
著
述
要
目
（
同
右
）
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Ⅷ
内
藤
民
治
「
世
界
各
国
弱
点
究
明
」
の
巻
頭
に
題
す
「
諸
国

民
社
会
」
の
新
提
唱
（
「
中
外
」
第
２
巻
第
１
号
、
大
７
．

１
．
１
）

有
藻
亜
子
亡
夫
に
感
謝
す
る
未
亡
人
ｌ
山
路
種
子
夫
人
ｌ

（
「
女
の
世
界
」
第
４
巻
第
２
号
、
大
７
．
２
．
１
）

Ⅷ
馬
場
孤
蝶
堀
端
の
小
楼
に
て
（
「
開
拓
者
」
第
Ⅲ
巻
第
７
号
、

大
８
．
７
．
１
）

高
梨
光
司
山
路
愛
山
（
「
読
書
の
興
味
』
高
梨
光
司
、
大

８
．
７
．
別
）

刎
高
須
梅
渓
文
芸
の
東
京
（
七
）
（
「
文
章
世
界
」
第
脂
巻
第
Ｅ

号
、
大
９
．
皿
、
、
１
）
新
聞
街
の
挿
話
／
文
士
と
新
聞
紙
の

関
係
〔
ほ
か
〕

Ⅲ
高
須
梅
渓
徳
富
蘇
峯
を
中
心
と
し
た
民
友
社
（
「
近
代
文
芸

録

史
論
」
上
巻
、
日
本
評
論
社
出
版
部
、
大
岨
・
５
．
妬
）
↓

目献文

『
明
治
文
学
史
論
」
日
本
評
論
社
、
昭
９
．
Ⅲ

考雌
清
原
貞
雄
社
会
主
義
（
「
明
治
時
代
思
想
史
』
大
鐙
閣
、
大

愛路

川
・
岨
・
妬
）

山

朔
＊
近
江
秋
江
三
叉
氏
と
蘇
峯
山
人
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大

岨
・
６
．
別
、
恥
～
邪
）

４‐
山
路
愛
山
（
静
岡
県
編
「
静
岡
県
人
物
志
」
静
岡

県
、
大
田
・
１
．
恥
）
昭
鞘
・
２
に
臨
川
書
店
か
ら
復
刻
版

高
須
芳
次
郎
評
論
界
に
於
け
る
新
人
の
群
／
宗
教
界
と
学
芸

界
に
於
け
る
評
論
（
「
日
本
現
代
文
学
十
二
講
』
新
潮
社
、

大
過
・
１
．
邪
）
↓
『
明
治
大
正
昭
和
文
学
講
話
」
新
潮
社
、

昭
８
．
９

甲
二
郎
芸
苑
遺
聞
（
１
）
（
「
書
物
往
来
」
第
３
冊
、
大

Ｂ
・
８
．
別
）
「
漱
石
と
愛
山
」
を
含
む

筋
小
島
徳
弥
評
論
界
に
於
け
る
二
派
の
対
立
二
明
治
大
正

新
文
学
史
観
」
教
文
社
、
大
Ｍ
・
６
．
５
）
「
徳
富
蘇
峰
と

民
友
社
の
人
々
」
を
含
む

生
方
敏
郎
猿
面
記
者
滝
田
君
（
「
中
央
公
論
」
第
仙
年
第
Ｂ

号
、
大
Ｍ
・
皿
・
１
）

烏
谷
部
陽
太
郎
山
路
愛
山
（
「
大
正
崎
人
伝
」
三
士
社
、
大

Ｍ
・
岨
・
５
）
平
７
．
７
に
大
空
社
〈
列
伝
叢
書
的
〉
か
ら

復
刻
版

那
高
須
芳
次
郎
文
芸
評
論
界
の
新
人
群
起
（
「
早
稲
田
文
学
」
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第
測
号
、
大
喝
・
４
．
１
）

松
本
龍
之
助
山
路
愛
山
会
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞
書
」

（
立
川
書
店
、
大
喝
・
４
．
５
）
昭
開
・
５
に
国
書
刊
行
会

か
ら
復
刻
版

【
昭
和
期
】

Ｗ
高
須
芳
次
郎
文
壇
人
物
一
夕
話
（
「
騒
人
」
第
２
巻
第
２
号
、

昭
２
．
２
．
１
）
「
平
民
的
史
家
山
路
愛
山
氏
の
事
」
を
含
む

佐
藤
春
夫
透
谷
。
樗
牛
。
ま
た
今
日
の
我
々
の
文
学
〈
文
芸

時
評
〉
（
「
中
央
公
論
」
第
岨
年
第
７
号
、
昭
２
．
７
．
１
）

↓
「
文
芸
一
夕
話
」
改
造
社
、
昭
３
．
７
。
「
定
本
佐
藤
春

夫
全
集
」
第
別
巻
、
臨
川
書
店
、
平
Ⅱ
・
１

期
徳
富
蘇
峰
北
村
透
谷
集
を
読
む
二
好
害
品
題
』
〈
蘇
峰
叢
書

第
４
冊
〉
民
友
社
、
昭
３
．
４
．
刀
）
平
５
．
３
に
ゆ
ま
に

書
房
〈
書
目
シ
リ
ー
ズ
鋼
〉
か
ら
復
刻
版

斎
藤
昌
三
等
閑
に
さ
れ
た
新
体
詩
書
（
「
愛
書
趣
味
」
第
３

巻
第
６
号
、
昭
３
．
Ⅲ
．
Ⅲ
）
『
信
濃
国
の
歴
史
の
歌
」
の
解

題
を
含
む
。
↓
『
書
痴
の
散
歩
』
書
物
展
望
社
、
昭
７
．
Ⅱ

朔
竹
越
竹
代
・
山
路
た
れ
・
阿
部
茂
・
水
野
夫
人
・
千
本
木
道

〈
座
談
会
〉
卓
を
か
こ
ん
で
ｌ
明
治
廿
五
か
ら
州
年
頃
ま

で
ｌ
〈
婦
人
新
報
の
沿
革
〉
（
「
婦
人
新
報
」
第
刑
号
、
昭

４
．
１
．
１
）

早
坂
四
郎
『
現
時
の
社
会
問
題
及
び
社
会
主
義
者
』
解
題

（
「
明
治
文
化
全
集
」
第
６
巻
く
社
会
篇
〉
、
日
本
評
論
社
、

昭
４
．
２
．
旧
）
「
現
時
の
社
会
問
題
及
び
社
会
主
義
者
」

を
収
録

刈
徳
富
蘇
峰
結
城
桂
陵
君
の
近
著
を
読
む
二
生
活
と
書
籍
』

民
友
社
、
昭
５
．
１
．
１
）
平
５
．
３
に
ゆ
ま
に
書
房
〈
書

目
シ
リ
ー
ズ
調
〉
か
ら
復
刻
版

机
木
村
毅
社
会
小
説
研
究
（
佐
藤
義
亮
編
『
日
本
文
学
講
座
』

第
Ⅱ
巻
〈
明
治
時
代
上
編
〉
、
新
潮
社
、
昭
６
．
５
．
５
）

「
民
友
社
の
主
張
」
を
含
む

Ｉ
山
路
愛
山
〈
諸
家
略
年
譜
〉
（
山
本
三
生
編
「
新

聞
文
学
集
』
〈
現
代
日
本
文
学
全
集
第
別
編
〉
改
造
社
、
昭

６
．
５
・
加
）
「
平
政
子
論
」
を
収
録

塩
田
良
平
浪
漫
主
義
と
国
民
之
友
ｌ
浪
漫
主
義
私
見
三
ｌ

（
「
国
文
学
誌
」
第
１
巻
第
４
号
、
昭
６
．
８
．
１
）
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２３
１
山
路
愛
山
〈
明
治
文
壇
人
名
録
〉
（
「
月
刊
日
本
文

学
」
第
２
巻
第
４
号
、
昭
７
．
３
．
１
）

老
猿
山
路
愛
山
氏
の
事
ど
も
（
「
信
濃
」
第
１
巻
第
７

号
、
昭
７
．
７
・
胸
）

比
屋
根
安
定
近
世
日
本
文
学
に
お
け
る
基
督
教
（
「
新
興
基

督
教
」
第
路
号
、
昭
７
．
８
．
１
）

久
木
東
海
男
人
物
評
論
家
／
蘇
峰
の
書
、
詩
、
文
毫
新
聞

先
覚
評
論
」
立
命
館
出
版
部
、
昭
７
．
９
．
別
）

Ｉ
新
聞
記
者
は
猿
芝
居
の
猿
（
「
公
私
月
報
」
第
恥

号
、
昭
７
．
Ⅱ
・
５
）
「
一
日
一
題
」
（
「
独
立
評
論
」
第
２

巻
第
６
号
）
を
取
り
上
げ
る

冊
斎
藤
昌
三
明
治
の
社
会
評
論
雑
誌
〈
日
本
雑
誌
興
亡
史
考

そ
の
６
〉
（
「
書
物
展
望
」
第
３
巻
第
２
号
、
昭
８
．
２
．
１
）

「
国
民
雑
誌
」
を
含
む
。
↓
「
閑
板
書
国
巡
礼
記
」
書
物
展

望
社
、
昭
８
．
岨
・
平
Ⅲ
・
８
に
平
凡
社
〈
東
洋
文
庫
棚
〉
版

斎
藤
潔
日
本
基
督
教
近
代
詩
歌
史
（
三
）
（
「
新
興
基
督
教
」

第
朗
号
、
昭
８
．
２
．
１
）
「
国
民
之
友
」
と
「
女
学
雑
誌
」

を
取
り
上
げ
る

高
須
芳
次
郎
北
村
透
谷
の
人
生
批
評
と
大
西
操
山
の
文
明
批

評
（
「
明
治
大
正
昭
和
文
学
講
話
』
新
潮
社
、
昭
８
．
９
．
空

桜
井
匡
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
（
「
教
派
別
日
本
基
督
教

史
』
隆
章
閣
、
昭
８
．
岨
・
邪
）

別
徳
富
蘇
峰
民
友
社
と
「
国
民
之
友
」
（
山
本
三
生
ほ
か
編

『
日
本
文
学
講
座
』
第
Ⅱ
巻
〈
明
治
文
学
篇
〉
、
改
造
社
、
昭

９
．
１
．
Ⅳ
）

土
方
定
一
明
治
の
文
芸
評
論
（
山
本
三
生
ほ
か
編
「
日
本
文

学
講
座
」
第
ｕ
巻
く
明
治
大
正
篇
〉
、
改
造
社
、
昭
９
．

４
．
８
）
↓
「
近
代
日
本
文
学
評
論
史
』
西
東
書
林
、
昭

Ⅱ
・
６
。
昭
朗
・
９
に
昭
森
社
〈
思
潮
文
庫
３
〉
版
。
昭

囎
．
Ⅱ
に
法
政
大
学
出
版
局
版

白
柳
秀
湖
明
治
の
史
論
家
（
同
右
）
↓
『
歴
史
と
人
間
」
千

倉
書
房
、
昭
Ⅱ
・
３
。
「
明
治
史
論
集
（
二
』
〈
明
治
文
学

全
集
刀
〉
筑
摩
書
房
、
昭
㈹
・
９

徳
富
蘇
峰
、
塩
田
良
平
記
明
治
文
学
余
韻
ｌ
蘇
峰
氏
と
の
一

問
一
答
録
ｌ
〈
明
治
大
正
文
学
を
語
る
〉
（
「
国
語
と
国
文
学
」

第
Ⅱ
巻
第
８
号
、
昭
９
．
８
．
１
）
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松
井
豊
吉
編
「
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
静
岡
教
会
六
拾
年
史
」

（
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
静
岡
教
会
、
昭
９
．
９
．
町
）

第
一
編
教
会
編
第
三
章
前
記
明
治
十
七
年
よ
り
二
十
六
年

ま
で
／
第
九
章
第
五
期
前
記
大
正
三
年
よ
り
同
十
一
年
ま

で
白
柳
秀
湖
福
沢
諭
吉
と
荻
生
祖
侠
ｌ
慶
応
義
塾
と
紀
州
藩
と

の
関
係
Ｉ
（
「
伝
記
」
第
１
巻
第
２
号
、
昭
９
．
ｎ
．
１
）

５３
１
山
路
愛
山
（
日
本
文
学
資
料
研
究
会
編
「
国
学
者

伝
記
集
成
』
続
篇
、
国
本
出
版
社
、
昭
Ⅲ
．
１
．
５
）
昭

卿
・
５
に
名
著
刊
行
会
か
ら
復
刻
版

塩
田
良
平
国
民
之
友
と
徳
富
蘇
峰
（
「
近
代
日
本
文
学
論
」

万
上
閣
、
昭
的
・
５
．
５
）

服
部
之
総
史
家
と
し
て
の
蘇
峰
、
三
叉
、
愛
山
ｌ
民
友
社
史

学
論
Ｉ
（
「
唯
物
論
研
究
」
第
塊
号
、
昭
Ⅲ
．
６
．
１
）
↓

『
歴
史
随
筆
集
三
○
○
口
の
。
シ
の
西
同
皇
真
善
美
社
、
昭
〃

．
Ⅱ
。
「
服
之
総
著
作
集
」
第
６
巻
、
理
論
社
、
昭
訓
・
８

比
屋
根
安
定
メ
ソ
ヂ
ス
ト
諸
派
の
先
達
ｌ
美
以
、
福
音
、
美

普
ｌ
／
メ
ソ
ヂ
ス
ト
系
統
の
発
達
’
三
派
合
同
、
本
多
庸
一

ｌ
（
「
日
本
近
世
基
督
教
人
物
史
」
基
督
教
思
想
叢
書
刊
行

会
、
昭
Ⅲ
．
ｍ
・
妬
）

比
屋
根
安
定
山
路
愛
山
先
生
の
こ
と
（
「
五
餅
二
魚
随
筆
集
』

日
曜
世
界
社
、
昭
川
・
胆
・
別
）

別
久
保
田
米
所
父
及
び
予
の
交
際
せ
し
明
治
の
文
芸
家
ｌ
思

軒
・
篁
村
・
魯
庵
・
紅
葉
等
Ｉ
（
「
伝
記
」
第
３
巻
第
７
号
、

昭
Ⅱ
．
７
．
１
）

久
松
潜
一
浪
漫
主
義
の
文
学
論
（
『
日
本
文
学
評
論
史
近

世
・
最
近
世
篇
」
至
文
堂
、
昭
Ⅱ
。
Ⅲ
・
聖
「
国
民
の
友

に
於
け
る
蘇
峯
と
愛
山
の
文
学
論
」
を
含
む

Ｗ
高
須
芳
次
郎
山
路
愛
山
（
藤
村
作
編
「
日
本
文
学
大
辞
典
』

第
６
巻
、
新
潮
社
、
昭
岨
・
１
．
咽
）
昭
恥
・
８
に
増
補
改

訂
版

山
路
愛
山
（
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
編
「
大
日

本
人
名
辞
書
」
増
訂
十
一
版
、
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
、

昭
皿
・
３
．
胆
）
昭
紛
・
８
に
講
談
社
か
ら
復
刻
版

柵
徳
富
蘇
峰
鼎
軒
・
愛
山
と
白
柳
君
Ｉ
白
柳
君
と
僕
（
白
柳
秀

湖
著
「
定
版
民
族
日
本
歴
史
建
国
編
」
千
倉
書
房
、
昭
旧

－220－



山路愛山参考文献目録

・
２
．
８
）

山
路
平
四
郎
山
路
愛
山
「
懐
旧
録
」
よ
り
（
「
明
治
文
学
」

第
５
号
、
昭
Ｂ
・
７
．
別
）

鎌
田
敬
山
路
愛
山
（
平
凡
社
編
『
新
撰
大
人
名
辞
典
』
第

６
巻
、
平
凡
社
、
昭
旧
・
岨
・
瓠
）
昭
別
・
７
に
復
刻
版

会
日
本
人
名
大
事
典
」
）

刈
別
所
梅
之
助
「
基
督
教
の
日
本
的
展
開
」
二
朝
の
お
も
ひ
」

創
元
社
、
昭
旧
・
１
・
別
）

比
屋
根
安
定
基
督
教
と
明
治
文
学
と
の
交
渉
（
「
日
本
基
督

教
史
」
第
５
巻
く
発
展
篇
〉
、
教
文
館
、
昭
賜
・
３
．
焔
）

「
基
督
教
的
傾
向
の
諸
雑
誌
」
を
含
む

大
久
保
利
謙
明
治
初
年
の
史
学
界
と
近
代
歴
史
学
の
成
立

（
『
日
本
近
代
史
学
史
」
〈
日
本
歴
史
文
庫
〉
白
楊
社
、
昭

賜
・
Ⅲ
・
恥
）
↓
「
明
治
史
論
集
（
一
こ
〈
明
治
文
学
全
集

万
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
９

Ⅷ
池
田
次
郎
吉
「
明
治
初
期
の
静
岡
」
（
自
筆
本
、
昭
陥
・
５
）

静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵

Ⅷ
藤
原
喜
代
蔵
教
育
と
宗
教
に
関
す
る
論
争
二
明
治
・
大
正

・
昭
和
教
育
思
想
学
説
人
物
史
』
第
１
巻
く
明
治
前
期
篇
〉
、

東
亜
政
経
社
、
昭
Ⅳ
．
ｕ
・
別
）
「
基
督
教
徒
及
び
新
聞
雑

誌
群
起
し
て
井
上
を
攻
む
」
を
含
む

Ⅷ
大
久
保
利
謙
同
志
社
大
学
の
愛
山
文
庫
を
訪
ふ
（
「
明
治
文

化
」
第
陥
巻
第
５
号
、
昭
肥
・
５
．
Ⅱ
）
↓
『
佐
幕
派
論
議
」

吉
川
弘
文
館
、
昭
刷
・
５

付
。
山
路
愛
山
参
考
文
献
目
録

ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
平
成
十
四
年
ｌ
補
遺

村
沢
武
夫
基
督
教
の
影
響
／
影
響
余
話
（
『
郷
士
の
キ
リ
ス

ト
教
』
飯
田
郷
士
史
刊
行
会
、
昭
茄
・
７
）

Ｉ
山
路
愛
山
（
村
沢
武
夫
編
『
信
濃
人
物
誌
」
信
濃

人
物
誌
刊
行
会
事
務
所
、
昭
師
・
１
）

明
治
後
期
の
学
芸
（
「
静
岡
市
史
近
代
」
静
岡
市
、

昭
“
・
４
）

神
田
茂
・
大
崎
正
次
解
題
（
大
崎
正
次
編
「
天
文
方
関
係

史
料
」
〈
神
田
茂
先
生
喜
寿
記
念
〉
大
崎
正
次
、
昭
妬
・
７
）

「
山
路
家
〈
天
文
方
代
々
記
〉
」
を
収
録
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間
山
路
愛
山
（
信
州
人
物
誌
刊
行
会
編
「
信
州
人
物

誌
」
信
州
人
物
誌
刊
行
会
、
昭
囎
・
３
）

口
山
路
愛
山
と
そ
の
時
代
（
信
濃
毎
日
新
聞
「
百
年

の
歩
み
」
編
集
委
員
会
編
「
百
年
の
歩
み
ｌ
信
濃
毎
日
新
聞
」

信
濃
毎
日
新
聞
、
昭
囎
・
７
）

坂
本
令
太
郎
山
路
愛
山
ｌ
自
ら
「
平
民
史
家
」
を
称
す

（
「
近
代
を
築
い
た
ひ
と
ぴ
と
」
５
、
信
濃
路
、
昭
弱
・
４
）

広
瀬
秀
雄
天
文
方
の
生
活
ｌ
「
久
間
孝
子
覚
書
」
二
太
陽
・

月
・
星
と
日
本
人
」
〈
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
兇
〉
雄
山
閣

出
版
、
昭
別
・
３
）

山
路
愛
山
〈
近
代
に
活
躍
し
た
人
々
〉
（
宝
月
圭

吾
ほ
か
編
『
長
野
県
風
土
記
」
旺
文
社
、
昭
刷
・
６
）

Ｉ
県
内
の
出
版
活
動
（
長
野
県
編
『
長
野
県
史
通

史
編
」
第
７
巻
く
近
代
１
〉
、
長
野
県
史
刊
行
会
、
昭
闘
．

３
）
第
７
章
「
日
清
・
日
露
戦
争
と
戦
間
期
の
長
野
県
」
、

第
６
節
「
県
民
の
文
化
活
動
」
の
う
ち

平
岡
敏
夫
明
治
文
学
史
／
頼
襄
を
論
ず
（
三
好
行
雄
ほ
か
編

「
日
本
現
代
文
学
大
事
典
作
品
篇
』
明
治
書
院
、
平
６
．
ｍ
）

‐
学
芸
・
報
道
と
宗
教
（
長
野
市
誌
編
さ
ん
委
員
会

編
「
長
野
市
誌
」
第
５
巻
く
歴
史
編
近
代
１
〉
、
長
野
市
、

平
９
．
Ⅲ
）
第
４
章
「
長
野
市
制
の
施
行
と
日
露
戦
争
」
、

第
６
節
「
学
校
教
育
の
普
及
と
文
化
活
動
の
進
展
」
の
う
ち

佐
藤
明
達
人
物
こ
ぼ
れ
ば
な
し
（
２
）
（
「
天
界
」
第
Ⅷ
号
、

平
皿
・
５
）
「
山
路
愛
山
」
を
含
む

の
詞
シ
国
シ
三
ｍ
Ｃ
ご
昂
国
の
図
画
日
昌
ン
冒
自
》
の
弓
国
用
の
○
津
言

己
①
く
里
○
己
日
①
三
ａ
困
匡
日
四
国
困
狩
言
の
白
］
四
国
四
口
①
閑

雪
の
ざ
亘
（
「
三
○
ｚ
己
三
国
ｚ
弓
シ
ｚ
弓
も
○
ｚ
門
シ
」
Ⅷ
髄
、

肌
２
、
平
田
・
［
６
］
）

山
路
愛
山
（
講
談
社
出
版
研
究
所
編
「
講
談
社
日

本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
平
田
・
岨
）

小
山
文
雄
江
の
島
に
遊
ぶ
人
々
二
続
個
性
き
ら
め
く
ｌ
藤

沢
近
代
の
文
士
た
ち
ｌ
」
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、
平
Ⅲ
・
３
）

．
鎌
倉
及
江
の
島
」
ｌ
山
路
愛
山
」
を
含
む

イ
・
ョ
ン
ス
ク
「
狭
義
の
日
本
人
」
と
「
広
義
の
日
本
人
」

ｌ
山
路
愛
山
『
日
本
人
民
史
』
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
赤
坂
憲
雄

ほ
か
編
「
日
本
を
問
い
な
お
す
』
〈
い
く
つ
も
の
日
本
Ｉ
〉
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山路愛山参考文献目録

付
記

前
回
は
、
「
単
行
本
」
と
「
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論

文
」
に
分
け
た
が
、
今
回
は
、
後
者
の
み
を
発
行
年
月
日
順
に
掲

佐
藤
善
也
透
谷
の
批
評
と
文
学
観
ｌ
そ
の
文
芸
批
評
の
基
準

に
つ
い
て
Ｉ
（
「
国
文
学
」
第
９
巻
第
７
号
、
昭
約
・
６
）

〔
捌
頁
〕
を
削
除

＊
平
岡
敏
夫
山
路
愛
山
「
明
治
文
学
史
」
（
「
文
学
」
第
弘
巻
第

２
，
４
号
、
昭
刎
・
２
，
４
）
↓
「
北
村
透
谷
研
究
」
有
精

堂
出
版
、
昭
蛇
・
６
〔
剛
頁
〕
は
、
↓
以
下
を
削
除

前
号
の
訂
正

岩
波
書
店
、
平
Ⅲ
．
Ⅲ
）

木
股
知
史
北
村
透
谷
と
山
路
愛
山
人
生
相
渉
論
争
（
上
田

博
・
瀧
本
和
成
編
『
明
治
文
芸
館
」
Ⅱ
〈
国
会
開
設
期
の
文

学
浪
漫
主
義
の
幕
開
け
〉
、
嵯
峨
野
書
院
、
平
Ｍ
・
蛆
三
頼

襄
を
論
ず
（
抄
こ
「
凡
神
的
唯
心
的
傾
向
に
就
て
」
「
唯
心

的
、
汎
神
的
傾
向
に
就
て
」
を
収
録

げ
た
。
こ
れ
ま
で
、
発
行
年
月
ま
で
を
記
入
し
て
い
た
が
、
今
回

は
、
年
月
日
ま
で
記
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
排
列
に
つ
い

て
も
、
同
月
内
は
、
著
者
名
の
五
十
音
順
と
し
て
い
た
が
、
発
行

年
月
日
順
と
し
、
年
月
日
が
同
じ
場
合
は
、
誌
名
・
書
名
の
五
十

音
順
と
し
た
。
現
物
の
確
認
は
、
前
回
の
戦
後
編
に
比
べ
、
か
な

り
手
間
取
っ
た
が
、
年
月
日
ま
で
記
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、

現
物
確
認
の
証
拠
を
示
す
意
味
も
含
め
た
。
調
査
不
足
の
た
め
、

遺
漏
し
た
文
献
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
先
行
参
考
文
献
目
録
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・
師
井
キ
ヌ
エ
山
路
愛
山
資
料
年
表
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文

学
研
究
室
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
第
陥
巻
、
昭
和
女
子
大

学
光
葉
会
、
昭
珊
・
２
）

・
大
久
保
利
謙
参
考
文
献
（
大
久
保
利
謙
編
『
山
路
愛
山
」

〈
明
治
文
学
全
集
弱
〉
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
岨
）

・
岡
利
郎
参
考
文
献
（
岡
利
郎
編
「
山
路
愛
山
集
（
二
）
」

〈
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
第
３
巻
〉
三
一
書
房
、
昭
帥
・
２
）

・
石
上
良
平
・
石
上
撫
子
参
考
文
献
に
つ
い
て
（
山
路
愛
山
著
、
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山
路
愛
山
の
著
作
目
録
に
つ
い
て
は
、
川
崎
司
「
山
路
愛
山
著

作
目
録
」
（
「
聖
学
院
大
学
論
叢
」
第
賜
巻
第
２
号
、
平
旧
・
３
）

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
川
崎
氏
の
長
年
に
わ
た
る
調
査
、

研
究
の
成
果
で
、
愛
山
の
膨
大
な
著
作
の
全
貌
に
迫
る
も
の
で
あ

る
。
今
回
も
前
回
と
同
様
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
川
崎

作
目
録
」
（
「
聖
学
院
大
学
論
叢
」

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
汁

研
究
の
成
果
で
、
愛
山
の
膨
大
が

る
。
今
回
も
前
回
と
同
様
、
多
き

司
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

昭
帥
・
３
）

石
上
良
平
・
石
上
撫
子
編
「
人
生
・
命
耶
罪
耶
」
影
書
房
、

‐
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’
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